
～あの日、あの時～まちの話題 DiaryDiary

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

応募
方法Arts

　スポーツや芸術で顕著な功績を上げた小中学生をたた
える「平成23年度吉見教育基金顕彰事業顕彰状授与式」
が３月４日、健康センターで行われました。この基金は
平成９年に解散した和洋裁学校「吉見学園」の理事長を
務めていた吉見たけさんから「子どもたちの教育に役立
ててほしい」と、寄付された現金を基に設立。次の小中
学生たちに風間市長から顕彰状が授与されました。
●スポーツ個人　白石第二小 蒲

かばくら

倉麗
れ

恩
おん

（空手）、大平小 佐
さ く ま

久間航
こう

大
た

（空手）、大平小 佐
さ く ま

久間恵
けい

大
た

（空手）、大平小 佐
さ く ま

久間将
しょう

大
た

（空手）

●スポーツ団体　アルバルクキッズ（ドッジボール）代表 佐
さ

藤
とう

芹
せり

奈
な

、

東中男子新体操部代表 大
おおつき

槻真
しんぺい

平、東中女子新体操部代表 安
やす

井
い

佑
ゆ き

季

小中学生11人と４団体を顕彰
吉見教育基金顕彰事業顕彰状授与式

１_県民体育大会空手道競技大会小学５年男子個人組手で優勝した蒲倉くん
２_御礼のあいさつをする大槻くん　３_記念撮影する児童や生徒たち

俳壇選者の遠
えんどう

藤秋
あき

尾
お

先生が退任され、５月号から選者が変わります
　遠藤秋尾先生は、俳誌「蔵王」編集長や宮城県ホトトギス俳句会会長、蔵王句
会会長などの要職を務めながら、平成７年２月号から17年間、広報しろいし市民
文芸の俳壇選者を務められました。このたび、後継者育成の思いから今月号をも
って退任されます。長きにわたり本紙にご尽力いただいたことに、心から御礼申
し上げます。なお、後任については５月号でお知らせします。

【退任のごあいさつ】
　今は亡き鈴木貞二先生より
受け継いだ俳壇選者拝命以来
17余年、このたび退任させ
ていただくことになりまし
た。長い間ありがたく感謝申
し上げます。

●芸術個人　越河小 村
むら

上
かみ

萌
も か

夏（画）、越河小 大
おお

野
の

琉
りゅう

聖
せい

（画）、越河小

大
おお

泉
いずみ

渚
し ょ う

生（画）、福岡小 村
むら

井
い

杜
もり

王
お

（画）、福岡小 武
たけ

田
だ

瑞
みず

生
き

（画）、

深谷小 新
にいやま

山銀
ぎん

哉
や

（画）、福岡中 大
おお

野
の

尚
なお

樹
き

（ポスター）

●芸術団体　白石中吹奏楽部代表 菅
すがわら

原聡
さと

美
み

炭す
み

窯が
ま

に
薪
か
さ
ね
ゆ
く
夫
婦
居
り
里
山
の
二
月
沢
ち

か
き
と
こ
ろ 

後
藤
今
朝
雄

お
だ
や
か
に
暮
ら
さ
る
る
今
か
へ
り
み
れ
ば
苦
渋
も

あ
り
し
傘さ

ん

寿じ
ゅ

と
は
な
る 

八
嶋　

正
子

待
つ
私
待
た
せ
る
あ
な
た
次
回
こ
そ
待
た
そ
う
と
思

い
今
日
も
ま
た
待
つ 

村
上　

英
俊

支
え
ら
れ
て
心
の
傷
の
か
さ
ぶ
た
が
自
然
に
剥
が
れ

る
時
い
つ
か
来
る 

遠
藤　

行
夫

北
風
に
耐
え
て
淡
雪
載
す
る
柿　

来
年
の
み
の
り
願

い
て
仰
ぐ 

日
下
由
美
子

凍
結
の
駅
前
通
り
人
々
は
ペ
ン
ギ
ン
の
よ
う
に
ヨ
チ

ヨ
チ
歩
く 

佐
藤　

啓
子

わ
が
度
量
弁わ

き
ま

え
も
せ
ず
突
き
進
む
ま
っ
す
ぐ
だ
っ
た

二は

た

ち

十
歳
の
頃
は 

斎
藤　

典
子

八
十
路
坂
の
ぼ
り
つ
む
れ
ば
残
る
み
ち
歩
み
ゆ
る
ゆ

る
往
か
ん
と
思
う 

荒
木
喜
代
子

大
寒
波
し
ば
れ
る
夜
は
ふ
る
さ
と
の
亡
き
母
偲
ぶ
湯

た
ん
ぽ
抱
き
て 

山
田　
　

濱

あ
た
た
か
き
軒
下
に
み
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
よ
ろ
こ
び

の
顔
そ
っ
と
出
だ
し
を
り 

髙
子
た
ち
ば　

　
　

一
首
目
、
雪
も
あ
る
だ
ろ
う
に
、
既
に
働
き
始

め
た
人
た
ち
を
、
静
か
に
写
し
と
っ
て
い
る
。

　

二
首
目
、
結
句
の
詠
嘆
が
生
き
て
、
お
の
ず
と
作

者
の
感
慨
が
伝
わ
っ
て
く
る
。四
句
目
で
切
れ
る
が
、

自
然
な
流
れ
だ
。

　

三
首
目
、
内
容
と
い
う
よ
り
は
、
同
音
の
繰
り
返

し
に
よ
る
リ
ズ
ム
感
の
面
白
さ
。

く
っ
き
り
と
蔵
王
連
峰
鳥
帰
る 

岩
松　

隆
志

青
い
眼
の
兎
悠
悠
春
の
雲 

制
野　

リ
エ

早
春
の
日
差
し
と
共
に
歩
き
け
り 

岩
澤　

伍
峯

春
立
つ
や
青
空
を
行
く
白
い
雲 

髙
子
た
ち
ば　

板
塀
に
猫
の
背
伸
び
や
日
脚
伸の

ぶ 

寺
崎　

悦
子

老
海
女
や
明
日
に
つ
な
げ
る
若
布
干
し 

斎
藤　

典
子

パ
リ
パ
リ
と
凍
て
つ
く
道
を
歩
く
人 

遠
藤　
　

舞

地
震
か
と
紛
う
轟
音
屋
根
雪
崩 

阿
部
は
ぎ
の

豆
ま
き
て
元
気
に
な
る
よ
と
子
に
メ
ー
ル

 

大
庭
美
智
子

一
面
の
雪
に
足
跡
ど
こ
の
ネ
コ 

佐
藤　

啓
子

　
　

一
句
目
、
珍
し
く
晴
れ
た
蔵
王
の
峯
、
帰
り
ゆ

く
白
鳥
か
。

　

二
句
目
、
兎
の
目
の
色
と
春
の
雲
の
取
り
合
わ
せ

が
、
兎
の
動
き
ま
で
も
見
え
て
く
る
句
。

　

三
句
目
、
早
春
の
日
差
し
の
中
を
散
歩
す
る
春
の

喜
び
溢
れ
る
一
句
。

世
の
移
り
変
わ
り
川
柳
映
し
出
す 

大
庭　

良
子

猛
暑
日
を
思
い
出
し
て
る
氷
点
下 

佐
藤　

啓
子

寝
て
食
べ
て
気
が
つ
き
見
れ
ば
は
や
米
寿

 

髙
子
た
ち
ば　

苦
も
楽
も
家
族
で
編
ん
で
ゆ
く
絆 

草
野　
　

清

自
販
機
へ
頭
を
下
げ
て
つ
り
貰
う 

遠
藤　

行
夫

大
寒
の
目
覚
ま
し
抱
え
ま
た
寝
込
み 

斎
藤　

典
子

親
も
子
も
髪
な
び
か
せ
て
寒
立
馬 

寺
崎　

悦
子

春
立
ち
て
日
脚
の
伸
び
を
確
か
め
る 

阿
部
み
さ
子

住
所
録
永
久
居
住
地
無
き
被
災 

阿
部
は
ぎ
の

洗
車
し
て
氷
の
ワ
ッ
ク
ス
光
っ
て
る 

木
村　

貞
雄

　
　

一
句
目
、
歌
は
世
に
連
れ
世
は
歌
に
連
れ
と
言

う
が
、
川
柳
も
ま
た
世
相
を
映
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。

人
生
の
機
微
、
喜
怒
哀
楽
。
映
し
て
止
ま
ぬ
十
七
字
。

　

二
句
目
、
異
常
寒
波
が
続
く
今
年
の
冬
。
雪
と
寒

さ
に
悲
鳴
が
上
が
る
。
こ
れ
が
温
暖
化
の
地
球
か
。

気
ま
ぐ
れ
な
天
気
と
人
間
の
非
力
さ
を
思
い
知
る
。

　

三
句
目
、
人
生
を
ひ
た
す
ら
歩
み
、
振
り
返
れ
ば

遙
か
な
足
跡
だ
け
が
残
る
。
満
ち
足
り
た
思
い
を
詠

ん
だ
達
観
の
句
。
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
。

市
民
文
芸

評 評

評
歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇

四　

竈　

英　

夫　

選

上）不忘園で芸能を披露する「芸能ボランティア白石」
　の皆さん（平成23年12月７日）

左）フラダンスの部の皆さん。フラダンスに限らず、さ
　まざまな踊りに挑戦しています

やる気応援事業補助金活用団体

芸能ボランティア白石
出演依頼や一緒に活動したい方は「芸能ボランティア白石」（会長 佐

さ

藤
とう

  弘
ひろし

  ☎24-5793）まで

　
「
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
白
石
」
は
、
市
内

の
有
志
の
方
々
が
集
ま
り
平
成
21
年
８
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
同
団
体
は
、
福
祉
施
設

の
慰
問
や
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
芸
能
を
披
露
す
る
「
芸
能

出
前
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、「
よ
り
よ
い
芸
能

を
届
け
た
い
」
と
日
々
練
習
に
励
み
、
毎
月

の
よ
う
に
出
前
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
法
被
と
花
笠
の
ス
テ
ー

ジ
衣
装
の
購
入
費
用
に
補
助
金
を
活
用
し
、

新
し
い
芸
能
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
依
頼
は
も
ち
ろ

ん
、
興
味
の
あ
る
方
や
一
緒
に
活
動
し
た
い

方
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
活
動
部
門
：
謡
曲
、
民
謡
、
舞
踊
、
歌
謡
、

伴
奏
、
手
品
、
尺
八
、
昔
話
・
紙
切
師
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
童
謡

●問い合わせ先・相談窓口　企画情報課　☎22-1324　　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/kikaku/index.html

平成24年度白石市地域コミュニティ育成支援
（やる気応援）事業補助金の交付団体を募集します

　地域づくりに取り組む小規模な市民団体を支援する
ための補助金です。
●対象団体（次の事項にすべて該当すること）
①恒常的にコミュニティ活動に貢献が期待できる団体
②営利や宗教・政治活動を目的としない団体
③構成員５人以上を有する市内の小規模な団体
④上部組織の傘下にない、組織されて５年未満の団体
※設立５年以上の団体が新たな事業を取り組む場合は、
対象となることがあります。
●補助金額　10万円以内（対象事業費の２分の１以内）
●補助期間　原則３年間
●申請期限　平成24年６月22日（金）
※申請書は企画情報課（市役所２階）にあります。市ホ
ームページからもダウンロードできます。

コミュニティ（宝くじ）助成事業を
ご活用ください

　財団法人自治総合センターでは、コミュニティ
の健全な発展と宝くじの社会貢献広報を図るた
め、自治会などが行うコミュニティ活動に対し
助成を行っています。活用を検討される際はご
相談ください。
①一般コミュニティ助成事業
　自治会での活動で恒常的に活用する備品が対
象です。
例みこし、テント、法被、太鼓の修繕など
●助成額　100万円から250万円まで
②コミュニティセンター助成事業
　自治会の集会所などの新築が対象です。
●助成額　上限1,500万円
※対象事業費の５分の３以内となります。
③青少年健全育成助成事業
　小中学生の健全育成に資するソフト事業が対
象です。親子参加型の事業が優先となります。
例スポーツやレクリエーション活動、キャンプ
　や自然体験の開催費用など
●助成額　30万円から100万円まで
④自主防災組織育成助成事業
　自主防災組織が行う防災活動や被災による被
害軽減活動の備品が対象です。
例担架、簡易トイレ、発電機など
●助成額　20万円から200万円まで
※事業内容により助成額が異なります。
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い
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